
９ 月も下旬になりようやく秋を感じる空気になって

きました。ようやく紅葉シーズンを迎えています

が、猛暑に残暑と続きどんな感じになるのかな？今回は黄

色の葉っぱと白い幹が錦繍に欠かせないカンバの仲間を紹

介します。

　シラカンバ・ダケカンバはともに樹皮が白っぽくて似て
いますが、見分け方としてポイントは、シラカンバは、葉
の形が三角形で基部がスペード型で艶があります。樹皮は

白色で枝のあとが黒く「へ」の字や、目に

みえます。

　それに対しダケカンバは、広卵型で基部
がハート型になり、側脈の数も多く７～

12対あります。樹皮は、淡褐色で横に薄

く裂け易く老木になると黒ずみます。

　ウダイカンバは、円形で基部がハート型
の大きな葉を付けます。木目が美しくマカ

バとも呼ばれ、家具材やフローリングで人

気があります。かつては樹皮を、鵜飼いの

松明として使ったことが由来で、岩手では

ガンビの方言で呼ばれ、お盆の迎え火やス

トーブの着火材として重宝されています。

　以上の３種は高原や高山で見かけるポ

ピュラーなカンバですが、ユニークな名前

のオノオレカンバは、岩場や尾根筋に分布

し、北上山地など限られた地域に分布します。材質の堅い

木でそろばん玉や家具材として使われます。方言で「アン

チャ」と言われ希少種です。

　カンバの仲間は、山火事や台風などの森林被害のあと、

真っ先に芽生えてくれるパイオニア樹種ですが、先駆種と

しての宿命として暗い森では発芽できないため、新天地を

求めて旅をします。高原のイメージキャラを残すのに山火

事・伐採等の攪乱も必要なのですね。

高原のイメージキャラとごついカンバ
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